
　

山
下
栄
市
長
が
、
任
期
満
了
に
よ
り
、
２
月
４
日
で
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
18
年
か

ら
鹿
屋
市
初
代
市
長
と
し
て
１
期
４
年
間
、
新
市
の
一
体
感
醸
成
、
行
財
政
基
盤
の
確
立
な

ど
に
取
り
組
ま
れ
、
鹿
屋
市
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
市
長
の
在
任
期
間
を
振
り
返
っ
て
、
平
成
21
年
12
月
鹿
屋
市
議
会
定
例
会
で
の

あ
い
さ
つ
の
一
部
と
鹿
屋
市
の
主
な
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
２
月
に
、
新
生
「
鹿

屋
市
」
の
初
代
市
長
に
就
任
し
、

鹿
屋
市
が
、
今
後
、
さ
ら
な
る

発
展
を
遂
げ
る
た
め
の
足
が
か

り
と
な
る
重
要
な
ス
タ
ー
ト
の

時
期
に
、
市
政
の
舵
取
り
役
を

担
当
す
る
こ
と
に
、
従
前
に
も

増
し
て
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
た
こ
と
が
、
思
い
出
さ
れ
ま

す
。

　

新
市
に
お
い
て
、
私
は
、
⑴

新
市
の
一
体
性
を
早
急
に
確
保

し
、
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
す

「
融
合
」、
⑵
厳
し
い
時
代
に
あ
っ

て
も
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・

向
上
し
て
い
く
た
め
の
行
財
政

改
革
の
断
行
と
、
共
生
・
協
働

の
地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る
「
改

革
」、
⑶
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
取

組
の
推
進
に
よ
り
、
10
万
市
民

と
と
も
に
未
来
を
切
り
拓
い
て

い
く
「
前
進
」
の
３
つ
を
柱
と

し
た
市
政
運
営
を
基
本
理
念
と

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

１
つ
目
の
「
融
合
」
に
つ
い

て
は
、
新
市
の
市
民
、
地
域
が

真
に
一
体
と
な
る
こ
と
が
何
よ

り
肝
要
で
あ
る
と
認
識
し
、
ま

ず
も
っ
て
新
市
の
市
政
運
営
の

指
針
と
な
る
「
鹿
屋
市
総
合
計

画
」
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、

合
併
協
議
の
中
で
、
県
内
に
先

駆
け
て
設
置
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
地
域
自
治
区
、
地
域
協
議

会
の
意
見
等
を
十
分
に
反
映
さ

せ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
３
町
地
域
の
課
題

で
あ
っ
た
、
①
河
川
の
内
水
対

策
で
あ
る
排
水
用
水
中
ポ
ン
プ

設
置
な
ど
の
災
害
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
②
小
中
学
校
の

耐
震
化
や
校
舎
の
増
改
築
、
児

童
・
生
徒
１
人
１
台
体
制
の
パ

ソ
コ
ン
設
置
な
ど
の
教
育
環
境

の
充
実
、
③
市
内
各
地
域
を
連

結
す
る
幹
線
道
路
や
橋
り
ょ
う

等
の
整
備
な
ど
、
市
民
生
活
に

直
結
す
る
事
業
に
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

２
つ
目
の
「
改
革
」
に
つ
い

て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

効
率
的
・
効
果
的
に
市
民
の
皆

様
の
福
祉
の
増
進
や
地
域
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
が
不
可

欠
で
あ
る
と
強
く
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
新
市
に

お
き
ま
し
て
も
行
財
政
改
革
推

進
本
部
を
設
置
し
、「
改
革
」
を

断
行
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

新
生
「
鹿
屋
市
」
の

　
　
　
　
　

主
な
歩
み

平
成
18
年

　
　

２
月
・
山
下
栄
初
代
鹿
屋
市
長
就
任�

　
　

３
月
・�「
指
定
管
理
者
移
行
計
画
」、「
鹿

屋
市
行
政
経
営
改
革
大
綱
」
等

を
策
定

　
　
　
　

・�

鹿
屋
市
漁
協
に
フ
ィ
ー
レ
加
工

施
設
等
を
設
置

　
　
　
　

・
西
原
バ
イ
パ
ス
開
通

　
　

４
月
・�

飯
田
機
械
㈱
と
立
地
協
定
を
締

結
（
11
人
雇
用
）

　
　
　
　

・�「
か
の
や
ば
ら
園
」グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン

　
　

５
月
・
県
内
初
の
地
域
自
治
区
を
設
置

　
　
　
　

・
市
花
・
市
章
・
市
旗
を
決
定

　
　
　
　

・�「
在
日
米
軍
再
編
に
関
す
る
最
終

報
告
」
を
受
け
、
市
民
総
意
と

し
て
の
断
固
反
対
の
要
望
書
を

国
へ
提
出

　
　

６
月
・�

鹿
屋
市
行
政
経
営
改
革
推
進
会

議
（
総
括
会
議
）
を
設
置

　
　
　
　

・�

㈱
ス
リ
ー
ベ
ル
と
立
地
協
定
を

締
結
（
１
２
０
人
雇
用
）

　
　
　
　

・�

日
本
モ
レ
ッ
ク
ス
㈱
と
立
地
協

定
を
締
結
（
62
人
雇
用
）

　
　
　
　

・�「
職
員
定
員
適
正
化
計
画
」の
策
定

　
　

７
月
・
子
育
て
支
援
施
設
、
つ
ど
い
の

　
　
　
　
　

広
場
「
ひ
よ
こ
」
を
県
内
で
初

　
　
　
　
　

め
て
開
設

　
　

８
月
・
串
良
川
内
水
対
策
と
し
て
ポ
ン

　
　
　
　
　

プ
設
備
等
を
整
備

　
　

11
月
・
串
良
地
区
、
市
道
星
ヶ
丘
矢
柄

　
　
　
　
　

線
の
整
備
に
着
工

　
　

12
月
・�「
鹿
屋
市
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
策
定

　
　
　
　

・�

吾
平
町
、
坂
元
堀
木
田
線
外
３

線
工
事
等
に
着
工

平
成
19
年

　
　

１
月
・�

大
隅
物
流
事
業
協
同
組
合
と
立

地
協
定
を
締
結
（
25
人
雇
用
）

　
　

３
月
・�

東
九
州
自
動
車
道
起
工
式
（
鹿

屋
串
良
IC
～
大
隅
IC
間
）

　
　

４
月
・�
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
輝
北
地

区
に
設
置

　
　
　
　

・�

吾
平
地
区
農
地
、
水
、
環
境
保

全
対
策
事
業
を
開
始

　
　
　
　

・�

鹿
屋
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と

鹿
屋
市
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

・
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
竣
工

　
　

５
月
・
つ
ど
い
の
広
場
「
り
な
」
開
設

　
　

６
月
・「
鹿
屋
市
東
京
事
務
所
」閉
鎖

　
　

７
月
・�「
か
の
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
」
オ
ー
プ
ン

　
　

９
月
・�

市
街
地
巡
回
バ
ス
「
か
の
や
く

る
り
ん
バ
ス
」
運
行
開
始

　
　
　
　

・�

吾
平
町
、
道
園
樋
管
・
川
上
樋

管
排
水
ポ
ン
プ
４
基
を
設
置

　
　

12
月
・�

東
九
州
自
動
車
道
起
工
式
（
志

布
志
IC
～
鹿
屋
串
良
IC
間
）

平
成
20
年

　
　

１
月
・
行
財
政
改
革
推
進
本
部
を
設
置

　
　

３
月
・�「
鹿
屋
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
」、「
鹿
屋
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

（
水
道
事
業
基
本
計
画
）
を
策
定

　
　
　
　

・
吾
平
地
区
ほ
場
整
備
工
事
完
了

　
　
　
　

・�

古
江
バ
イ
パ
ス
開
通
（
花
岡
町

～
垂
水
市
新
城
間
）

　
　

４
月
・�「
鹿
屋
市
総
合
計
画
」、「
鹿
屋
市

公
会
計
制
度
改
革
計
画
」
を
策
定

　
　
　
　

・�

肝
属
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
き

も
つ
き
苑
等
が
供
用
開
始

２月４日、市職員等に見
送られ市役所を退庁する
山下市長

左／平成 18 年５月　「在
日米軍再編問題に関する
最終報告」を受け、市民
総意としての断固反対の
要望書を国に提出
下／平成 18 年５月　県内
で初の「地域自治区」を
設置し、開催された第１
回地域協議会

平成 18 年４月　日本一の規模を誇れる「かのやばら
園」がグランドオープン（8ha、4 千種、5 万株） 市職員を前に退任のあいさつをする山下市長

��

山
下
栄
鹿
屋
市
長
が
退
任

山
下
栄
鹿
屋
市
長
が
退
任

防衛庁でインタビューを受ける山下市長
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